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2019年９月期見通し)
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第62期レジメ

☆販売数量は国内、北米向けを中心に前期比 15千個増えた。

また 製品単価も上昇した これに伴い＋１ 507百万円のまた、製品単価も上昇した。これに伴い＋１,507百万円の
増収となった。

☆子会社期末（ 月末）における為替（ ）は第 期とほぼ☆子会社期末（6月末）における為替（ユーロ）は第61期とほぼ

同等であった為、為替による連結利益への影響は、ほとんど
無か た無かった。

☆一方、原材料代、販管費が増加したものの、営業利益としては
増益とな た＋272百万円増益となった。

☆その結果、2,578百万円の当期純利益となり、 高益を今期も
更新した。
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（１）損益状況（連結）（１）損益状況（連結）
（百万円）

第61期 第62期
2017年

９月期

2018年

９月期 増減率（％）

売 上 高 15 641 17 148 +9 6売 上 高 15,641 17,148 +9.6
営 業 利 益 3,461 3,734 +7.9
経 常 利 益 3,497 3,772 +7.9
親 会 社 株 主 に 帰 属親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 2,358 2,578 +9.3
１ 株 当 り
当 期 純 利 益 171 29円 187 21円 +9 3当 期 純 利 益 171.29円 187.21円 +9.3
１ 株 当 り 配 当 金 85.00円 93.00円 +9.4

（注）１株当り当期純利益は、期中平均株式総数（自己株式を除く）によって算出しております。
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（２）売上高・当期純利益の変遷
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（３）安定した為替の推移
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＜＜NEOTENEOTEＣＣⅡⅡ＞＞

第62期 投入のﾓﾃﾞﾙ

＜＜NEOTENEOTEＣＣⅡⅡ＞＞
サンバイザー付システムヘルメットインターコム対応サンバイザー付システムヘルメットインターコム対応

斬新なデザインとインターコム内蔵機能が好評で、斬新なデザインとインターコム内蔵機能が好評で、

売地域 パ

空前の大ヒットになった。空前の大ヒットになった。

販売地域 ： ヨーロッパ
販売開始：2018年 1月

販売地域 北米販売地域 ： 北米
販売開始：販売開始：20182018年年33月月

販売地域 日本販売地域 ： 日本
販売開始：販売開始： 20182018年年55月月

販売数量（連結）販売数量（連結） 合計合計 9595千個販売千個販売販売数量（連結）販売数量（連結） 合計：合計： 9595千個販売千個販売

-6-



（４）資産・負債の状況 (百万円)

第61期
2017年

第62期
2018年2017年

９月末現在

2018年

９月末現在

現 金 及 び 預 金 7,230 8,115 （ +884）

受取手形及び売掛金 1,794 2,179 （ +384）

商 品 及 び 製 品 1,198 1,396 （ +198）

仕 掛 品 449 421 （ ▲28）

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 569 689 （ +120）原 材 料 及 び 貯 蔵 品 569 689 （ +120）

そ の 他 982 973 （ ▲9）

流 動 資 産 12,226 13,776 （+1,550）

定 資 産 2 776 2 979 （ 202）固 定 資 産 2,776 2,979 （ +202）

資 産 合 計 15,003 16,755 （+1,752）

流 動 負 債 2,005 2,296 （ +290）

固 定 負 債 742 799 （ +57）

負 債 合 計 2,747 3,096 （ +348）

株 主 資 本 12,704 14,111 （+1 406）株 主 資 本
（内、資本金）
（内、自己株式）

12,704
（1,394）

（▲ 0）

14,111
（1,394）

（▲ 1）

（+1,406）
（ － ）
（ ▲ 0）

純 資 産 合 計 12,255 13,659 （+1,403）
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純 資 産 合 計
（内、為替換算調整勘定） （▲ 270） （▲ 278） （ ▲7）

負 債 ・ 純 資 産 合 計 15,003 16,755 （+1,752）



（５）財務比率の変遷

財務比率

期末ﾚｰﾄ
US$ ¥112 73

期末ﾚｰﾄ
$

期末ﾚｰﾄ
$
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US$= ¥112.73
EUR=¥132.85

US$= ¥101.12
EUR=¥113.36

US$= ¥113.57
EUR=¥132.14



第63期レジメ

☆ﾍﾙﾒｯﾄ販売数量は、62期比22千個増の544千個を予算化

した。後ほど紹介する有望新ﾓﾃﾞﾙが牽引し、この数量は、
達成可能と考える。

☆一方で、為替を円高に設定したことと、販管費の増加で
営業利益は7.9％の減益を見込む。

期初予算設定を超える急激な円高や、市況の悪化が

ない限り 今のところ予算は十分達成出来る見込みでない限り、今のところ予算は十分達成出来る見込みで
ある。

☆為替感応度 1円/1＄連結売上高:29百万円 当期純利益:12百万円
1円/1€ 連結売上高:54百万円 当期純利益:23百万円
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※あくまで目安であり、実際は異なる結果となることがありえます。



（１）損益状況（連結）
（百万円）（百万円）

第62期
2018年

第63期
2019年

（予想）

2018年

９月期

2019年

９月期 増減率（％）

売 上 高 17,148 18,150 +5.817,148 18,150 5.8
営 業 利 益 3,734 3,440 ▲7.9
経 常 利 益 3,772 3,450 ▲8.5
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 2 578 2 390 ▲7 3す る 当 期 純 利 益 2,578 2,390 ▲7.3
１ 株 当 り
当 期 純 利 益 187.21円 173.55円 ▲7.3
１ 株 当 り 配 当 金 93.00円 86.00円 ▲7.5

（注）１株当り当期純利益は、期中平均株式総数（自己株式を除く）によって算出しております。
（注） 2019年９月期の想定為替レートはUS$=¥110.00、EUR=¥125.00としております。
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（２）販売地域別売上（連結）

合計合計 15,64115,641
(506(506千個千個))

合計合計 15,64115,641
(506(506千個千個))

合計合計 17,14817,148
（前期比（前期比+1,507+1,507））
(( 千個千個))

合計合計 17,14817,148
（前期比（前期比+1,507+1,507））
(( 千個千個))

合計合計 18,15018,150
（当期比（当期比+1,001+1,001））
(( 千個千個))

合計合計 18,15018,150
（当期比（当期比+1,001+1,001））
(( 千個千個))

（百万円）

期中平均ﾚｰﾄ
US$ =¥110.00 （当期比 +¥ 0.22）
EUR=¥125.00 （当期比 ▲¥ 7.03）

(506(506千個千個))(506(506千個千個))
期中平均ﾚｰﾄ
US$= ¥110.92
EUR=¥122.36

その他その他（（10 0%10 0%））

期中平均ﾚｰﾄ
US$= ¥109.78 （前期比 ▲¥1.14）
EUR=¥132.03 （前期比 +¥9.67）

(521(521千個千個))(521(521千個千個)) (544(544千個千個))(544(544千個千個))

20,000	
その他その他（（10.0%10.0%））
1,8111,811（（当期比当期比 ▲▲7373））
(60(60千個千個))

その他その他（（11.9%11.9%））
1,8581,858
(65(65千個千個))

その他その他（（11.0%11.0%））
1,8841,884（前期比（前期比 +26+26））
(62(62千個千個))

15,000	
北米北米（（18.0%18.0%））

3,2723,272（（当期比当期比 +504+504））

(110(110千個千個))

海外（76 0%）海外（76 0%）

北米北米（（13.7%13.7%））
2,1382,138
(71(71千個千個))

北米北米（（16.1%16.1%））
2,7672,767（前期比（前期比 +628+628））
(90(90千個千個))

海外（73 3%）海外（73 3%）

10,000	

欧州（欧州（48.0%48.0%））
8,7148,714（（当期比当期比 +803+803））

海外（76.0%）

13,797（（当期比当期比 +1,234+1,234））
(420(420千個千個))

海外（76.0%）

13,797（（当期比当期比 +1,234+1,234））
(420(420千個千個))

(( 千個千個))

欧州（欧州（48.5%48.5%））

海外（74.0%）

11,577
(385(385千個千個))

海外（74.0%）

11,577
(385(385千個千個))

海外（73.3%）

12,562（前期比（前期比 +984+984））
(389(389千個千個))

海外（73.3%）

12,562（前期比（前期比 +984+984））
(389(389千個千個))

欧州（欧州（46.1%46.1%））
7 9107 910（前期比（前期比 +330+330））

5,000	

8,7148,714（（当期比当期比 +803+803））
(250(250千個千個))

国内（24.0%）
4 353（当期比（当期比 ▲▲233233））

7,5807,580
(248(248千個千個))

国内（26.0%）

7,9107,910（前期比（前期比 +330+330））
(235(235千個千個))

国内（26.7%）
4 586（前期比（前期比 522522 ））

0	
第61期 第62期 第63期

2016 10 1～2017 9 30 2017 10 1～2018 9 30 2018 10 1～2019 9 30

4,353（当期比（当期比 ▲▲233233））
(124(124千個千個))

（予想）

4,063
(120(120千個千個))

4,586（前期比（前期比 +522+522 ））
(132(132千個千個))

2016.10.1～2017.9.30 2017.10.1～2018.9.30 2018.10.1 2019.9.30
子会社期末為替レート（2018.6月末）
US$= ¥110.54 （前期比 ▲¥1.46）
EUR=¥127.91 （前期比 ▲¥0.06）

子会社期末為替レート（2017.6月末）
US$= ¥112.00  
EUR=¥127.97

子会社期末為替レート（2019.6月末）
US$ =¥110.00 （当期比 ▲¥ 0.54）
EUR=¥125.00 （当期比 ▲¥ 2.91）
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（３）第63期重要テーマ

①生産能力の拡大（設備、人員増強）及び
ＪＩＴ（改善）活動等による生産性の向上ＪＩＴ（改善）活動等による生産性の向上

②お客様のニ ズを徹底分析 エレクトロ②お客様のニーズを徹底分析、エレクトロ
ニクス、ITとの融合を通じ、魅力ある新モデ

ルを投入する。その結果として製品単価
アップを図るアップを図る。

③ブランド戦略③ブランド戦略。

④有望市場での販売強化。④有望市場での販売強化。
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①生産能力 拡大①生産能力の拡大

第第6262期 第期 第6464期において 年間期において 年間500500千個体制から千個体制から第第6262期～第期～第6464期において、年間期において、年間500500千個体制から千個体制から
600600千個体制へ生産能力を千個体制へ生産能力を能力アップさせるという

路 資既定路線を堅持する。これを達成する為、設備投資
（別表）、人員増強（別表）、有望新モデル の開発表 、 員増強 表 、
（別表）、JIT改善活動を通じた生産性の向上（別
表）、販売の強化（別表）を愚直に邁進させる。第63表）、販売の強化（別表）を愚直に邁進させる。第63
期生産能力は、548千個 （休日出勤 10日）の予定。
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設備投資及び減価償却費の推移
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(百万円)
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大型設備投資 第２弾大型設備投資 第１弾

設 備 投 資 額 減 価 償 却 費
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第 ６ ３ 期 設 備 投 資

主な 備投資 容

総額 1,193,202千円
主な設備投資の内容
1 金型 355 000千円1.金型 355,000千円

2 帽体成形プレス機 166 800千円2.帽体成形プレス機 166,800千円

3.ロボット研磨機 ・研磨室増築 89,850千円

4.オープンプリフォーム機 62,300千円,
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従業員数の変遷
採用 31名採用 31名
退職 15名
期末 521名

600

正規従業員数 準社員数

500

400

300

100

200

0

100

第49期 第50期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期 第60期 第61期 第62期 第63期
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（予定）



ＪＩＴ（Just in time）改善活動ＪＩＴ（Just in time）改善活動

座学 現場指導
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高付加価値化と生産合理化を両輪とする
維持Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎの維持。

本社サイド

SHOEIの強み

工場サイド

SHOEIの強み
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②魅力ある新モデルの開発による製品単価アップ

＜＜ EXEX ZEROZERO ＞＞

第63期 投入の新製品

＜＜ EXEX--ZERO ZERO ＞＞
ビンテージテイストフルフェイスモデルビンテージテイストフルフェイスモデル

販売地域 ： 日本

販売開始予定：販売開始予定： 20182018年年1111月月販売開始予定：販売開始予定： 20182018年年1111月月
メーカー希望小売価格メーカー希望小売価格 ：： 38,00038,000円～円～

46,00046,000円（税抜き）円（税抜き）
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＜＜ GTGT--Air Air ⅡⅡ＞＞
サンバイザ 付 ル イス ルメ トサンバイザ 付 ル イス ルメ ト

販売地域 パ

サンバイザー付フルフェイスヘルメットサンバイザー付フルフェイスヘルメット

販売地域 ： ヨーロッパ
販売開始予定： 2019 年3月

（当社船積予定： 2019 年1月）

メ カ 希望小売価格メ カ 希望小売価格メーカー希望小売価格メーカー希望小売価格
ドイツ・フランスドイツ・フランス ：： EUR499.00EUR499.00～～629.00629.00（税込み）（税込み）

GTGT--Air Air 小売価格小売価格 : EUR 479.00: EUR 479.00～～579.00579.00（税込み）（税込み）

販売地域 ： 北米
販売開始予定：販売開始予定： 2019 2019 年年44月月

（当社船積予定：（当社船積予定： 20192019年年11月）月）（当社船積予定：（当社船積予定： 20192019年年11月）月）
メーカー希望小売価格メーカー希望小売価格 ：： US$599.00US$599.00～～699.00699.00（（税抜き税抜き））
GTGT--Air Air 小売価格小売価格 : US$549.99: US$549.99～～670.99670.99（税抜き）（税抜き）

販売地域 ： 日本
販売開始予定：販売開始予定： 20192019年春年春
メーカー希望小売価格メーカー希望小売価格 ：： 未定未定メ カ 希望小売価格メ カ 希望小売価格 ：： 未定未定
GTGT--Air Air 小売価格小売価格 : 45,000: 45,000円～円～ 56,00056,000円円
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２輪ヘルメット平均単価の推移

30,000600
販売数量

（千個） （円）販売単価

25,000500

単価

20,000400

15,000300

10,000200

5,000100
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③ブランド戦略③ブランド戦略

今後先進国での大幅な市場拡大は難しいとの認識今後先進国での大幅な市場拡大は難し との認識
の下、PFSの推進やインターネットの活用、効果的

広告宣伝の追求により ブランド力強化 消費者広告宣伝の追求により、 ブランド力強化、消費者、
有力小売店の囲い込みを目指す。
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Marc Marquez 選手
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ＰＦＳによる顧客囲い込み。
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④有望市場での販売強化④有望市場での販売強化

中国市場、ヘルメット新安全規格対応製品の開発。中国市場、 ルメット新安全規格対応製品の開発。

台湾・タイ・マレーシア等、中国以外のアジア内
成長期待分野へ経営資源の優先的配分成長期待分野へ経営資源の優先的配分。
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アジア市場動向

中国

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

8,643

3,876

一人当たりGDP（USﾄﾞﾙ）

中国

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

1,386.4

264.0

人口（100万人）

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ

韓国

ﾏﾚｰｼｱ

2,976

6,591

29,891

9,813

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ

韓国

ﾏﾚｰｼｱ

104.9

69.0

51.5

31.6

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

台湾

香港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

24,577

46,109

57,713

0  200  400  600  800  1,000  1,200  1,400 

台湾

香港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

23.6

7.4

5.6

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

中国 15,087,000

二輪車販売台数

中国 12,597

大型車両販売台数

中国

第62期 当社販売数量

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ

韓国

5,886,103

1,319,075

1,810,771

81,919

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ

韓国

927

2,538

51,500

0

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

ﾀｲ

韓国

ﾏﾚｰｼｱ

台湾

香港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

15,436

909,863

0

0

ﾏﾚｰｼｱ

台湾

香港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

1,354

3,342

0

0

ﾏﾚｰｼｱ

台湾

香港

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000
0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

-26-

0 5,000 10,000 15,000 20,000



総 括
中長期的安定成長と安定利益の実現に向けた中長期的安定成長と安定利益の実現に向けた基本方針基本方針の維持の維持

１．健全な財務内容の堅持（自分の会社は自分で守る）

２ 高付加価値化と生産合理化を両輪とするＭａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎの維持２．高付加価値化と生産合理化を両輪とするＭａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎの維持

３．投資の継続

４ 世界中のプレミアム ルメ ト市場でナンバ ワンを目指す４．世界中のプレミアムヘルメット市場でナンバーワンを目指す

５．築城10年落城1日。不正につながりかねない理不尽なノルマは課さない

愚直に、しかし眼前の課題から逃げず着実に前進する

６．利益分配の伝統を堅持利 分 伝統を 持

株主（５０％配当性向），従業員，会社（内部留保）５０％配当性向），従業員，会社（内部留保）
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株式会社SHOEI

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれて
います。こうした記述は、将来の業績を保証するもの
ではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

経営管理部

E-mail：ir@shoeihelmet.co.jp

ではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画や
予想と異なる可能性があることにご留意ください。


